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１．研究計画の概要 

そこで，本研究では我々の開発した透明プラ
スチックインプラントを応用して，生体内で
オッセオインテグレーションが獲得される過
程を連続的に観察し，インプラントの表面性
状や骨再生誘導因子がオッセオインテグレー
ション獲得のスピードにおよぼす影響を検討
する 
２．研究の進捗状況 

1)インプラント内面からの組織観察方法確立 

生きた骨内でチタン－骨界面の観察を可能

にするため透明プラスチックインプラントを

応用したチャンバー製作した．また，専用の

CCDカメラや光源について検討した．透明プ

ラスチックインプラントを応用したチャンバ

ーをラット脛骨に埋入したところ４週間後に

骨結合が確認された．実験用インプラントの

透明性を利用した観察，すなわちインプラン

ト内面からの可能であったが組織自体の光透

過性に限界があるので，チタン表面の骨組織

の密度が大きくなると有効なデータの採取が

困難であった． 

2)透明プラスチックインプラントの粗面加工 

チタン製インプラントの粗面加工にはブラ

スと処理，エッチング処理，ブラスト処理と

エッチング処理の組み合わせ，および陽極酸

化処理が行われており，それぞれの加工によ

って特徴のある粗面ができる．そこでチタン

コーティングインプラントの表面処理を検討

したが，いずれの方法もコーティング層が剥

離または消失するため困難であった．この問

題を解決するためには非常に厚いコーティン

グが必要となるため当初の目的を達成できな

いと考えられた．そこで，粗面処理された市

販インプラントのシリコーン印象を採得し，

これを陰型として樹脂を注入することで粗面

インプラントの複製を製作することを試みた．

その結果，電子顕微鏡による観察ではオリジ

ナルの粗面と同じ粗面のプラスチックインプ

ラントを製作することに成功した．この粗面

のプラスチックインプラントにチタンコーテ

現在主流となっている歯科インプラントは
純チタンまたはチタン合金製であり，生体内
でインプラント表面の酸化チタン層と骨組織
が光学顕微鏡レベルで直接接触することが観
察されている．このような現象は骨結合（オ
ッセオインテグレーション）という言葉で表
現され，インプラントの成功の前提となって
いる．オッセオインテグレーションの評価は
動物または人体に埋入されたインプラントを
周囲組織とともに摘出し，組織学的に評価さ
れてきた．これらの組織学的評価では骨とイ
ンプラント表面の結合率を算出する方法が一
般的であり，骨結合率の高いインプラントが
優れているとされている．これらの研究の多
くはインプラントの表面性状を評価するため
に行われ，表面の滑沢なインプラントより粗
面のインプラントの方がオッセオインテグレ
ーションの獲得に有利であることを明らかに
した．これらの手法はインプラントが生体に
埋入され，一定期間経過した時点でのオッセ
オインテグレーションの状態を評価するのに
有効な方法であった．しかし，評価のための
試料は別々の個体から採取する必要があるた
め同じ個体の変化を,経過時間を追って連続
的に評価することはできない． 
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ィングを行い，粗面のコーティングインプラ

ントを完成する予定である．現在，粗面の性

状を損なわないようにスパッタリング時間を

調整して実験用インプラントの試作を行って

いる．  
３．現在までの達成度 
当初の計画より達成度がやや遅れている． 
（理由）実験インプラントの透明性を利用し
た組織内面からの観察では有効な情報が得ら
れていないため． 
４．今後の研究の推進方策 

開発した実験用インプラントの利点は透明
性だけではなくマイクロ CT 撮影においてア
ーティファクトがでないことである．そこで
in vivo CTを利用して当初の目的を達成する． 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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